
○
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
外
三
件
両
院
協
議
会

案
　
　
　
　
　
件

請
　
求

議
　
院

請
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理
由

請
　
求
　
日

本
　
院
　
協
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委
　
員

選
　
挙
　
日

両
院
協
議
会

開
　
会
　
日

成
　
案
　
の
　
議
　
決

備
　
　
　
　
　
考

参
　
議
　
院

衆
　
議
　
院

公
職
選
挙
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
（
閣

法
第
一
号
）
外
三
件

衆
議
院

参
議
院
が
衆

議
院
送
付
案

を
否
決

六
、

一
、
二
六

六
、

一
、
二
六

六
、

一
、
二
六

一
、
二
七

一
、
二
九

六
、

一
、
二
九

可
　
決

六
、

一
、
二
九

　
可
　
決

公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
号
）
外
三
件

　
両
院
協
議
会
参
議
院
協
議
委
員
議
長
報
告

　
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
外
三
件
両
院
協
議
会
の
経
過
及

び
結
果
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
院
協
議
委
員
は
、
去
る
二
十
六
日
、
本
会
議
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
よ

り
指
名
さ
れ
た
後
、
直
ち
に
、
協
議
委
員
議
長
及
び
副
議
長
の
互
選
を
行

い
、
そ
の
結
果
、
協
議
委
員
議
長
に
私
、
平
井
卓
志
が
、
副
議
長
に
橋
本
敦

君
が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
衆
議
院
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
川
雄
一
君
が
協
議
委
員
議
長
に
、

大
出
俊
君
が
副
議
長
に
、
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
院
協
議
会
の
初
回
の
議
長
は
く
じ
に
よ
り
決
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
開
会
に
先
立
ち
、
抽
せ
ん
を
行
い
ま
し
た
結
果
、
本
院
側
協
議

委
員
議
長
の
私
、
平
井
卓
志
が
議
長
に
当
選
い
た
し
ま
し
た
。



　
翌
二
十
七
日
の
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
衆
議
院
側
協
議
委
員
議
長
の

市
川
雄
一
君
が
議
長
を
務
め
、
ま
ず
、
衆
議
院
側
の
渡
部
恒
三
君
か
ら
、
議

決
の
趣
旨
説
明
と
両
院
協
議
会
を
求
め
た
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
本
院
側
の
坂
野
重
信
君
か
ら
、
議
決
の
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。次

い
で
、
衆
議
院
側
協
議
委
員
の
石
井
一
君
、
左
近
正
男
君
、
荒
井
聰

君
、
森
本
晃
司
君
、
米
沢
隆
君
及
び
園
田
博
之
君
か
ら
、
ま
た
、
本
院
側
協

議
委
員
の
下
条
進
一
郎
君
、
下
稲
葉
耕
吉
君
、
関
根
則
之
君
、
橋
本
敦
君
及

び
青
島
幸
男
君
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
補
足
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
協
議
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
衆
議
院
側
協
議
委
員
の
園
田
博
之

君
か
ら
、
衆
議
院
議
決
案
の
規
定
中
、
小
選
挙
区
二
百
七
十
四
人
を
二
百
八

十
人
に
、
比
例
代
表
二
百
二
十
六
人
を
二
百
二
十
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
め
る

こ
と
、
比
例
代
表
の
名
簿
の
単
位
に
関
し
、
全
国
を
七
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

得
票
数
の
集
計
は
、
全
国
を
通
じ
て
行
う
こ
と
、
及
び
、
企
業
・
団
体
献
金

を
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
に
係
る
公
職
の
候
補
者
に
限
り
、
五
年

間
、
資
金
管
理
団
体
に
認
め
る
こ
と
等
の
協
議
案
の
提
案
の
説
明
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
懇
談
に
移
り
、
意
見
交
換
の
後
、
協
議
を
再
開
し
た
と
こ
ろ
、

本
院
側
各
協
議
委
員
か
ら
、
小
選
挙
区
・
比
例
代
表
の
定
数
配
分
の
意
義
、

七
ブ
ロ
ッ
ク
制
と
し
た
根
拠
、
首
長
へ
の
企
業
・
団
体
献
金
を
認
め
な
い
理

由
、
会
期
中
に
お
け
る
法
案
化
の
可
能
性
、
全
国
集
計
を
行
う
ブ
ロ
ッ
ク
別

名
簿
の
問
題
点
、
自
民
党
案
を
不
可
と
し
た
理
由
、
参
議
院
と
同
じ
比
例
制

を
導
入
す
る
理
由
等
に
つ
い
て
、
熱
心
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
本
院
側
協
議
委
員
橋
本
敦
君
か
ら
、
提
案
は
全
て
の
点
で
改
悪

で
あ
り
賛
成
で
き
な
い
旨
、
ま
た
、
青
島
幸
男
君
か
ら
は
、
並
立
制
は
民
主

主
義
を
破
壊
す
る
も
の
で
廃
案
に
さ
れ
た
い
旨
、
そ
れ
ぞ
れ
発
言
が
あ
り
、

私
、
平
井
卓
志
よ
り
、
衆
議
院
側
提
案
の
協
議
案
は
、
問
題
点
が
多
く
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
の
で
、
提
案
を
ま
と
め
て
示
し
た
い
旨
の
発
言
を
行
い
ま
し

た
。そ

の
後
、
本
院
側
協
議
委
員
山
本
富
雄
君
よ
り
日
本
共
産
党
及
び
二
院
ク

ラ
ブ
の
了
解
を
得
て
、
自
由
民
主
党
と
し
て
、
総
定
数
を
四
百
七
十
一
人
と

し
、
う
ち
三
百
人
は
小
選
挙
区
、
百
七
十
一
人
は
比
例
代
表
と
す
る
こ
と
、

比
例
代
表
名
簿
の
単
位
は
、
都
道
府
県
と
す
る
こ
と
、
企
業
・
団
体
の
寄
附

に
つ
い
て
は
、
資
金
管
理
団
体
を
一
人
当
た
り
二
団
体
と
し
、
各
々
年
間
二

十
四
万
円
を
限
度
と
す
る
こ
と
、
政
党
助
成
額
に
は
、
上
限
枠
を
設
け
る
こ

と
の
四
項
目
の
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
衆
議
院
側
各
会
派
協
議
委
員
か
ら
、
各
項
目
に
つ
い
て

賛
成
で
き
な
い
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

結
局
、
協
議
会
議
長
市
川
雄
一
君
よ
り
、
議
長
の
責
任
に
お
い
て
、
成
案

を
得
る
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
と
す
る
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
た
な
事
態
に
対
応
し
、
本
二
十
九
日
、
協
議
会
を
再
開
し
、

本
院
側
の
私
が
議
長
を
務
め
ま
し
た
。



　
協
議
に
先
立
ち
、
衆
議
院
側
の
市
川
雄
一
君
よ
り
、
一
昨
日
の
両
院
協
議

会
の
運
営
に
つ
い
て
、
私
の
判
断
で
協
議
を
打
ち
切
っ
た
の
は
配
慮
が
足
ら

ず
、
遺
憾
の
意
を
表
す
る
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
本
院
側
の
村
上
正
邦
君
、
橋
本
敦
君
及
び
青
島
幸
男
君
よ
り
二

十
七
日
の
協
議
会
の
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　
次
い
で
、
衆
議
院
側
の
市
川
雄
一
君
よ
り
、
新
た
な
協
議
案
が
提
案
さ

れ
、
昨
日
、
土
井
衆
議
院
議
長
か
ら
の
提
案
を
き
っ
か
け
に
、
細
川
内
閣
総

理
大
臣
と
河
野
自
由
民
主
党
総
裁
と
の
間
で
政
治
改
革
関
連
法
案
の
成
立
に

む
け
て
の
協
議
が
行
わ
れ
、
両
者
の
合
意
が
得
ら
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
こ

の
合
意
に
は
、
日
本
共
産
党
及
び
二
院
ク
ラ
ブ
は
参
加
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
附
言
い
た
し
て
お
き
ま
す
と
の
発
言
が
あ
り
、
そ
の
後
協
議
案
の
前
提
と

な
る
合
意
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
合
意
事
項
は
、

一
　
比
例
代
表
選
挙
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
名
簿
、
ブ
ロ
ッ
ク
集
計
と
す
る
。
ブ
ロ

　
ッ
ク
は
、
第
八
次
選
挙
制
度
審
議
会
の
答
申
の
十
一
ブ
ロ
ッ
ク
を
基
本
と

　
す
る
。

二
　
企
業
等
の
団
体
の
寄
附
は
、
地
方
議
員
及
び
首
長
を
含
め
て
政
治
家
の

　
資
金
管
理
団
体
（
一
に
限
る
）
に
対
し
て
、
五
年
に
限
り
、
年
間
五
十
万

　
円
を
限
度
に
認
め
る
。

三
　
戸
別
訪
問
は
、
現
行
ど
お
り
禁
止
と
す
る
。

四
　
小
選
挙
区
選
出
議
員
の
数
は
三
百
人
、
比
例
代
表
選
出
議
員
の
数
は
二

　
百
人
と
す
る
。

五
　
小
選
挙
区
の
候
補
者
届
出
政
党
、
比
例
代
表
選
挙
の
名
簿
届
出
政
党
並

　
び
に
政
治
資
金
規
正
法
及
び
政
党
助
成
法
の
政
党
要
件
の
「
三
％
」
は
、

　
　
「
二
％
」
と
す
る
。

六
　
各
政
党
に
対
す
る
政
党
助
成
の
上
限
枠
は
、
前
年
収
支
実
績
の
四
十
％

　
と
す
る
。
た
だ
し
、
合
理
的
な
仕
組
み
が
可
能
な
場
合
に
限
る
。

七
　
投
票
方
法
は
、
記
号
式
の
二
票
制
と
す
る
。

八
　
寄
附
禁
止
の
た
め
の
慶
弔
電
報
等
の
扱
い
は
、
現
行
ど
お
り
と
す
る
。

九
　
衆
議
院
選
挙
区
画
定
の
た
め
の
第
三
者
機
関
は
、
総
理
府
に
設
置
す

　
る
。

十
　
以
上
の
合
意
の
法
制
化
の
た
め
、
衆
参
両
院
か
ら
な
る
連
立
与
党
及
び

　
自
由
民
主
党
各
六
名
（
計
十
二
名
）
の
委
員
に
よ
り
、
協
議
を
行
う
も
の

　
と
す
る
。

で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
合
意
事
項
は
、
第
百
二
十
九
回
国
会
に
お
い
て
、
連
立
与
党
と

自
由
民
主
党
と
が
共
同
し
て
、
平
成
六
年
度
当
初
予
算
審
議
に
先
立
っ
て
実

現
さ
せ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
今
国
会
で
は
施
行
日
を
改
め
た
上
で
衆
議

院
議
決
案
を
成
立
さ
せ
た
い
旨
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
協
議
案
の
内
容
は
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
、

政
治
資
金
規
正
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
政
党
助
成
法
案
の
以
上



三
件
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
議
決
の
と
お
り
と
し
、
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画

定
審
議
会
設
置
法
案
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
議
決
案
附
則
第
一
条
中
「
公
布

の
日
」
を
「
別
に
法
律
で
定
め
る
日
」
に
改
め
、
そ
の
他
は
、
衆
議
院
議
決

の
と
お
り
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
い
で
、
四
案
を
協
議
案
と
し
て
議
事
を
進
め
ま
し
た
と
こ
ろ
、
本
院
側

の
坂
野
重
信
君
か
ら
、
積
極
的
賛
成
と
は
い
え
な
い
が
、
や
む
を
得
な
い

旨
、
橋
本
敦
君
か
ら
、
内
容
的
、
手
続
的
に
も
問
題
が
あ
り
賛
成
で
き
な
い

旨
、
青
島
幸
男
君
か
ら
、
民
主
主
義
に
対
す
る
暴
挙
で
あ
り
、
協
議
案
に
は

反
対
で
あ
る
旨
、
ま
た
、
衆
議
院
側
各
会
派
協
議
委
員
か
ら
、
協
議
案
に
賛

成
す
る
旨
の
意
見
表
明
が
そ
れ
ぞ
れ
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
四
協
議
案
を
一
括
し
て
採
決
の
結
果
、
出
席
協
議
委
員
の
三
分

の
二
以
上
の
多
数
を
も
っ
て
、
四
協
議
案
は
い
ず
れ
も
両
院
協
議
会
の
成
案

と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




